
去る9月17日、第４６回

通常総会が大学内図書館棟

3F研修室にて開催された。

先生方には公私共にご多

忙の中第46回通常総会にご

出席を賜りありがとうござ

います。

平素から同窓会活動にご

協力・ご尽力をいただき厚

く御礼申し上げます。

昨年の母校、和歌山県立

医科大学創立７０周年記念

事業はオール和医大、オー

ル同窓会を合言葉に、岡村

理事長・学長を始めとした

大学教職員、事務局並びに

医学部同窓会、保健看護学

部同窓会並びに両学部学生

の協力、協働により一体と

なって執り行われ、盛会裏

に終わりました。将来の母

校の発展に繋がるひとつの

新たな礎が形作られ、創立

７０周年にふさわしい行事

となりました。

これも偏に同窓会会員を

始め関係各位の物心両面か

らの多大なご協力を賜りま

したお陰でございます。改

めて御礼と感謝申し上げま

す。

母校和医大も岡村学長の

もと、臨床研修センターの

開設や、新しい診療科とし

て、形成外科、リウマチ膠

原病科の開設、遺伝子外来

の創設など着々と発展を続

けています。

また、研修医のマッチン

グにおいても全国第４位と

研修医の人気度は高く、優

れた若手医師が育ってきて

います。一方学生たちも西

医体、全医体で数多くのク

ラブが、優秀な成績を修め、

ボランティア活動を含めた

課外活動での活躍は目を見

張るものがあります。

今年の医師国家試験にお

きましても現役卒業生が全

員合格という快挙を成し遂

げています。

これらは大学同窓会のみ

ならず地域医療の充実発展

を願う関係者にとりまして

も大変喜ばしいことであり

ます。

今後とも、大学、同窓会

が車の両輪としてお互いの

力を結集し、学生の若い力

には素晴らしいものがあり

ますので力を合わせてオー

ル和医大としての総合力を

発揮し、将来の母校の発展

に繋げていただくことを念

願いたします。

同窓会がこれからも大学

の良き理解者、協力者とし

て母校「和歌山県立医科大

学」とともに進化・発展す

ることを願いご挨拶とさせ

ていただきます。

第46回和歌山県立医科大

学医学部同窓会総会誠にお

めでとうございます。

私自身も同窓会員であり、

医大支部の理事でもあるわ

けですが、大学を代表して

一言ご挨拶を申し上げます。

大学あっての同窓会、同

窓会あっての大学、これは

同窓会の先生方もそういう

思いでいただいていると思

いますし、大学にいるもの

も皆そういう思いでありま

す。

同窓会の事業計画（案）

にも大学の広報活動に協力

していただいている病院便

りの発行、学生のいろいろ

な課外活動への支援、卒業

時の同窓会長賞の授与、知

事賞、学長賞への副賞の授

与など大学の事業に取り組

んでいただいており、本当

にありがとうございます。

また昨年は、大学の創立

70周年記念事業にも協力い

ただき、大学と一体となっ

て素晴らしい記念事業を挙

行することができました。

本当に感謝しております。

先程、宇野会長より大学

の現状について称賛してい

ただきましたが、医師国家

試験の合格率や研修医のマッ

チング率については大変喜

ばしいことですが、これを

単年度で終わらすわけには

いかない。いかにこれを継
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医学部同窓会便り
第46回通常総会にて新会長に有田幹雄先生ご就任

宇野会長挨拶

岡村学長祝辞



続させていくかが重要であ

るということで気を引き締

めています。

大学は大学設置基準を7

年に1度受けることが学校

教育法に定められています。

また分野別承認と言いまし

て医学教育が国際基準に沿っ

て行われているなどの外部

評価を受けましたが、いず

れもおおむね良い評価を受

けています。

大学の発展という点では、

創立以来70年の歴史の中で

医学部だけで1学年60名で

定員360名だったのが、医

学部が100名に増え、保健

看護学部を併設して両学部

併せて1000人規模になりま

した。

皆さんもご存じのように

大学は薬学部の開設準備を

しております。予定通りに

進行いたしますと平成33年

度開設となり、将来的には

1学年100名で6年制ですの

で学生数も600名増えて医

学系の総合大学として発展

することになります。

薬学部に関しては、私た

ちの大学は、現在、公立大

学法人となっていますが、

国立大学がいま全国で86大

学、公立大学は86を超えて

いるかもしれませんが、公

立大学だけが増えています。

これは国の方針で国立大学

には規制がかかっていまし

て、教員数などが増やせま

せん。

そういう意味では公立大

学は自由度があります。国

立大学の中にも薬学部など

の新しい学部の開設を希望

しているところも多いよう

です。国立大学では困難な

ようですが、本学ではそう

いう計画があって現実味を

帯びてきています。このよ

うに公立大学は最近元気に

なっているということを皆

さんにご紹介したいと思い

ます。

全国に公立の医科大学や

医学部が８校ありますが、

その中で近畿地区に４校が

集まっています。４校が協

力して連携していくという

ことで新しい試みを進めて

いますが、その一つが来年

になると思いますが学生の

卒業試験を共通で実施する。

また、国際交流なども含め

いろいろな試みを進めてい

るということをお知らせし

ておきたいと思います。

最後になりますが宇野会

長には昨年の７０周年記念

事業に際して先頭に立って

ご尽力いただきましたこと

心より感謝いたします。

会長職を退かれるという

ことですがこれからもご協

力よろしくお願いいたしま

す。

この後、新会長になられ

る有田先生を始め新役員の

先生方にはぜひ大学へのご

協力よろしくお願いいたし

ます。

大学も本年より新しいス

タートだと思っております

ので同窓会と密に連携して

しっかりとやっていきたい

と思っておりますので同窓

会の先生方にもご協力よろ

しくお願いいたします。

西岡議長より「評議員会

同様総会の議長を務めさせ

ていただきますのでよろし

くお願いいたします。」

新会長に有田幹雄先生が

就任され、前会長の宇野英

明先生に感謝状と記念品が

贈られた。

また、事務局員から宇野

英明前会長並びに有田幹雄

新会長に花束が贈られた。

同窓会は母校を愛する先

生方のご尽力が無くては成

り立ちません。大学発展の

ために同窓会として皆で協

力してより質の高い活動を

していきたいと考えていま

すのでご協力よろしくお願

いいたします。

昭和50年卒の有田と申し

ます。まさか私が会長を仰

せつかるとは思いもよりま

せんでした。私は2年前に

同窓会副会長を退き、本年

3月に大学を退職いたしま

したが母校を愛する気持ち

に変わりはございません。

森先生、吉村先生、宇野

先生の思いを継承し同窓会

と大学の発展に努力してい

きたいと思っていますが、

役員の先生方を始め本日出

席いただいている理事、評

議員の先生方のご協力がな

ければ何もできませんので

何卒よろしくお願いいたし

ます。

園木孝志教授（血液内科学講座）

鈴木啓之教授（小児科学講座）

西村好晴教授（外科学第1講座）

下川敏雄教授（臨床研究センター）

本日はご多忙の中、評議

員会、総会にご出席いただ

きありがとうございました。

今期で退任される宇野会長

は、昨年の母校創立70周年

記念事業に際しまして、精

力的に取り組みスケールの
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西岡孝純議長

評議員会より

新任教授紹介

閉会挨拶：宮下和久副会長

感謝状・花束贈呈

有田幹雄新会長挨拶



大きな企画を立案され、会

員の先生方の絶大なご尽力

をいただいて、岡村学長か

らもお話があったように他

の大学からも称賛された記

念事業を成功裏に終了しま

した。

同窓会の発展ということ

では、70周年を契機に同窓

会の団結、特に若手会員や

学生会員の協力があって、

同窓会が新たな歩みが踏み

だせたのではないかと思っ

ています。

本日の総会で有田幹雄先

生が新しい会長に就任され

ました。有田先生は8年間

同窓会副会長を務められま

した。実は有田先生が退任

されるときに私が副会長に

指名され、今期も副会長を

務めることになりました。

同窓会は大学の発展のた

めに協力していく、大学が

発展すると同窓会も団結が

強まり活動が活発になって

いくということで車の両輪

だと思っています。

私も大学に勤めるものと

して、大学と同窓会のパイ

プ役として若い同窓会員と

学生の活性化のために微力

ではありますが尽力いたし

たいと思います。

同窓会は新体制をスター

トしますが今後もこれまで

と変わらぬご協力をお願い

いたします。

坂口雅宏副会長

坂口雅宏副会長の開会宣

言で幕を開けた第46回総会

も西岡孝純議長のスムース

な進行によって終了し、宮

下和久副会長の閉会の挨拶

によって午後5時30分に散

会した。

総会終了後福利厚生棟学

生食堂において懇親会が開

催された。

司会進行：坂口雅宏副会長

開会挨拶：有田幹雄新会長

乾杯：生馬利文先生

有田新会長と

全医体女子団体優勝、男

子団体準優勝に部長を務め

る宮下副会長も喜び一入。

軟式庭球部：山崎さん

西医体準優勝：ヨット部

ヨット部：森崎君・角能君

西医体準優勝：スキー・山岳部

OBの林先生も大喜び

スキー・山岳部：木村さん

西医体準優勝：柔道部

柔道部：貝持君

西医体準優勝：ゴルフ部

男子個人戦では優勝

ゴルフ部：溝端君

紀葉祭にも毎年助成

紀葉祭実行委員会：森君

わかやまWill

もお礼に

第15号 和歌山県立医科大学医学部同窓会 平成28年10月30日

懇 親 会

課外活動顕彰

同窓会では、在学時から母校愛

を育んでいただくめに各範に亘る

課外活動を応援しています。ご活躍おめでとう
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卒業生と学生が時間を忘れ交流を深め楽しみ、卒業生には学生時代を思い出されたひと時でした。

お忙しいところ、総会のみならず懇親会までご参加いただきました3教授の

園木教授、鈴木教授、西村教授には誠にありがとうございいました。
坂口副会長、評議員会、総会、

懇親会の進行ご苦労様でした。

有田新会長、宮下、

坂口両副会長の新体制で

同窓会もスタートいたし

ました。

卒業生に母校愛を持っ

ていただけるような同窓

会活動を展開してまいり

ますので格段のご尽力を

賜りますよう切にお願い

申し上げます。

宇野会長には長きにわ

たりありがとうございま

した。今後は顧問として

ご指導・ご鞭撻よろしく

お願い致します。

学生の皆様には、ある時は楽しく、ある時は苦し

い学生生活であろうかと思いますが、将来に役立つ

有意義な学生生活をお過ごしください。

同窓会もできる限り応援します。

絆


